








1.研究の推移及び今回の研究目的 

我々は 58 年度の新生児の味覚に関する研究で従来の報告と同様に新生児は味覚の変化に

敏感に反応し、しかも識別能力が成人より強く,その反応にも成人と同様に個人差があるこ

とを報告した。更に 59 年度には我々は新生児の味覚反応を研究中、重症脳障害児が味覚に

敏感に反応すること、しかもこの反応が日令と共に減弱していくことを認めた。正常新生

児においても味覚反応が日令と共に減弱していくのであろうか。もしそうだとしたら新生

児にみられる味覚反応は原始的味覚反応と言わざるを得ない。60 年度においては、この点

を解明するため、正常新生児における味覚反応の推移と、乳児の味覚の発達について研究

した。 


